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★★★今月のあなたの運勢★★★ ❷

JAたかさき

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
梅
生
産
部
会
は
12

月
５
日
、
冬
季
剪
定
講
習
会
を
大
八

木
町
の
部
会
員
の
梅
園
地
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
の
担
い
手
・
園

芸
課
小
山
千
明
技
師
を
講
師
に
、
生

産
者
、
関
係
者
８
名
が
参
加
し
て
病

害
虫
防
除
や
選
定
技
術
を
学
び
ま
し

た
。

　
冬
の
剪
定
は
、
不
要
な
枝
や
徒
長

枝
を
整
理
し
て
、
樹
形
を
整
え
て
実

つ
き
が
良
く
な
る
よ
う
に
す
る
。
古

い
枝
に
は
花
芽
が
付
か
な
い
の
で
、

切
り
戻
し
の
剪
定
を
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
枝
が
伸
び
る
よ
う
に
作
業
を

し
ま
す
。

　
講
習
会
で
小
山
技
師
は
「
芽
や
枝

の
色
、
病
気
や
虫
が
発
生
し
て
い
な

い
か
観
察
し
な
が
ら
作
業
す
る
。
最

初
か
ら
ハ
サ
ミ
だ
け
で
作
業
す
る
と

切
り
過
ぎ
て
し
ま
う
。
全
体
を
見
て

ノ
コ
ギ
リ
で
形
を
整
え
て
か
ら
、
ハ

サ
ミ
で
細
か
い
剪
定
を
す
る
」
と
実

技
指
導
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
た
。

　
講
習
を
行
っ
た
園
地
に
ク
ビ
ア
カ

く
案
内
し
ま
し
た
。

　
肥
料
メ
ー
カ
ー
は
、
土
作
り
で
堆

肥
の
重
要
性
を
説
明
し
て
地
力
を
高

め
る
資
材
、
食
味
を
良
く
す
る
土
壌

改
良
剤
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
農
薬
メ
ー
カ
ー
は
、
除
草
剤
の
効

果
的
な
使
用
方
法
、
近
年
増
え
て
き

た
紋
枯
れ
病
や
カ
メ
ム
シ
等
の
病
害

虫
へ
の
防
除
剤
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
営
農
経
済
担
当
の
勝
常
務
は
挨
拶

で
「
生
産
者
へ
の
情
報
提
供
と
し
て

予
約
注
文
に
併
せ
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
土
壌
診
断
も

行
っ
て
い
る
の
で
活
用
し
て
頂
き
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
フ
ラ
ス
（
木
く
ず

と
幼
虫
の
糞
が
ま
ざ
っ
た
も
の
）
を

発
見
し
た
の
で
、
駆
除
作
業
を
実
演

し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ス
排
出
孔
の
周
囲
の
樹
皮
を

ノ
ミ
で
剥
ぎ
と
り
幼
虫
を
探
し
て
捕

殺
し
ま
す
。
巣
穴
に
薬
剤
を
注
入
し

た
後
に
割
り
箸
を
挿
入
し
て
穴
を
ふ

さ
ぎ
、
樹
皮
を
削
っ
た
部
分
に
は
、

癒
会
剤
を
塗
っ
て
保
護
す
る
処
理
を

行
い
ま
し
た
。

　
部
会
長
の
相
川
功
さ
ん
は
「
果
樹

は
野
菜
の
よ
う
に
、
実
が
す
ぐ
に
収

穫
出
来
る
作
物
で
は
な
い
。
今
あ
る

梅
の
樹
を
大
切
に
育
て
品
質
良
い
梅

を
作
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
水
稲
用
肥
料
・

農
薬
・
生
産
資
材
の
予
約
注
文
書
説

明
会
を
12
月
15
日
、
本
店
多
目
的
研

修
室
で
生
産
者
79
名
参
加
に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

　
水
稲
栽
培
資
材
の
予
約
注
文
時
期

に
合
わ
せ
た
説
明
会
で
、
特
性
や
効

果
的
な
使
用
方
法
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
と
品
質
・
収

量
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
目
的
で
２
年

前
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
説
明
会
の
前
に
、
西
部
農
業
事
務

所
佐
藤
主
幹
が
、
Ｒ
７
年
産
水
稲
作

柄
概
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
登
熟
期

が
高
温
で
な
か
っ
た
の
で
、
前
年
よ

り
登
熟
歩
合
が
高
く
な
り
収
量
も
２

割
ほ
ど
増
え
た
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
高
温
登
熟
耐
性
が
強
い
品
種
「
に

じ
の
き
ら
め
き
」
の
特
性
の
解
説
で

は
、
熱
い
夏
で
も
品
質
・
収
量
の
低

下
が
少
な
い
が
、
二
毛
作
の
地
域
で

は
田
植
え
が
遅
い
の
で
「
優
位
性
は
、

や
や
低
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
肥
料
メ
ー
カ
ー
２

社
、
農
薬
メ
ー
カ
ー
２
社
が
、
注
文

書
に
掲
載
し
た
商
品
の
特
徴
を
詳
し

商品特性をＰＲする担当者

剪定を実演する小山技師

水
稲
の
品
質
・
収
量
ア
ッ
プ
へ
！

予
約
注
文
書
の
説
明
会

冬
季
梅
剪
定
講
習
会カミ

キ
リ
駆
除
を
実
演



牡羊座 ３/21～４/19❸

JAたかさき

（全体運）気を引き締めて。途中で中断することになっても慌てないように。落ち着いて対処すれば切り抜けられます
（健康運）血行を良くする運動を。ふくらはぎをもむのも◎
（幸運の食べ物）カリフラワー

TOPICS

マ
ト
、
ロ
マ
ネ
ス
コ
、
米
、
う
ず
ら

卵
を
出
品
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
前
橋
市

青
年
部
は
、
長
ネ
ギ
、
小
松
菜
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
等
の
冬
野
菜
と
米
を
出
品
し

ま
し
た
。

　
土
曜
日
の
午
後
の
高
崎
駅
を
利
用

す
る
乗
降
客
や
周
辺
の
商
業
施
設
へ

向
か
う
人
々
で
賑
わ
う
コ
ン
コ
ー
ス

で
「
県
内
産
の
新
鮮
野
菜
は
、
い
か

が
で
す
か
」「
お
安
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
部
員

た
ち
の
元
気
で
大
き
な
声
か
け
に
誘

わ
れ
て
、
通
る
人
々
は
足
を
止
め
て

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

の
匂
い
を
感
じ
、
荒
々
し
い
岩
か
ら

上
が
る
噴
気
を
見
物
し
た
後
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
芦
ノ
湖
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　
関
東
屈
指
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

言
わ
れ
る
箱
根
神
社
を
参
拝
し
て
、

新
し
い
年
を
迎
え
て
良
い
運
気
を
注

入
し
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
漁
港
の
駅
へ
立
ち
寄
り
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
思
い
出
と
お
土
産
を
手
に
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
謝
恩
旅
行
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
謝
恩
企
画
旅
行

「
箱
根
湯
本
温
泉
に
泊
ま
る
鎌
倉
・

箱
根
の
旅
」
を
１
月
15
～
16
日
に
39

名
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
組
合
員
・
利
用
者

の
皆
様
に
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
す
る
日
頃

の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て
、
人
気

の
宿
に
宿
泊
し
て
観
光
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
旅
行
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
歴
史
あ
る
温
泉
地
で
人

気
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
箱
根
湯
本
温

泉
に
宿
泊
し
て
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
鎌
倉
を
訪
れ
、
観
光
客

で
賑
わ
う
定
番
ス
ポ
ッ
ト
の
鶴
岡
八

幡
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。
昼
食
後
に

は
、
鎌
倉
大
仏
を
拝
観
し
て
箱
根
温

泉
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
宿
泊
先
は
、
庭
園
や
屋
上
露
天
風

呂
が
人
気
の
「
天
成
園
」
で
、
温
泉

に
入
り
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、
海

の
幸
や
旬
の
食
材
を
使
用
し
た
夕
食

を
味
わ
い
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
大
涌
谷
で
、
昨
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
施
設
か
ら
硫
黄

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
青
壮
年
部
と
Ｊ
Ａ

前
橋
市
青
年
部
は
１
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ

高
崎
駅
で
「
野
菜
マ
ル
シ
ェ
Ｉ
Ｎ
高

崎
駅
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
を
超
え

た
２
Ｊ
Ａ
の
部
会
が
コ
ラ
ボ
す
る
初

め
て
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

前
橋
市
青
年
部
が
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
コ
ン

コ
ー
ス
で
年
２
回
開
催
す
る
野
菜
即

売
会
へ
、
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
青
壮
年
部

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
陳
列
台
に
は
、

若
手
生
産
者
が
丹
精
こ
め
て
栽
培
し

た
旬
の
野
菜
や
こ
だ
わ
り
の
加
工
品

が
、
た
く
さ
ん
並
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
青
壮
年
部
は
、
ト通る人は、興味しんしん

大人気だった新鮮野菜

鎌倉大仏前で記念撮影

野
菜
マ
ル
シ
ェ
Ｉ
Ｎ
高
崎
駅

２
Ｊ
Ａ
コ
ラ
ボ
で
開
催

謝
恩
企
画
旅
行
で
箱
根
湯
本
へ

鎌
倉
・
箱
根
を
満
喫
！



４/20～５/20牡牛座 ❹

JAたかさき

（全体運）無理は禁物。できることをきちんと続けることが大事です。友人のアドバイスに耳を傾けて。下旬の交流にツキ
（健康運）冷えは大敵。暖かい衣類やカイロを身に着けて
（幸運の食べ物）ゴボウ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
資
産
部
会
は
１
月

14
日
、
本
店
特
別
会
議
室
で
研
修
会

を
会
員
、
役
職
員
28
名
参
加
に
よ
り

開
催
し
ま
し
た
。

　
春
日
隆
夫
税
理
士
を
講
師
に
、
確

定
申
告
の
時
期
に
合
わ
せ
た
内
容
と

し
て
「
確
定
申
告
の
留
意
点
に
つ
い

て
」
を
演
題
に
し
て
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
令
和
７
年
度
税
制

改
正
に
よ
る
所
得
税
の
基
礎
控
除
や

配
偶
者
・
扶
養
控
除
引
上
げ
等
の
変

更
点
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
他
に
、
不
動
産
所
得
の
申
告
で
貸

家
等
の
経
費
の
仕
訳
け
で
、
修
繕
費

と
減
価
償
却
費
の
区
分
基
準
の
判
定

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
１
月
８
日
、
東

部
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
大

豆
検
査
を
生
産
者
、
農
産
物
検
査
員
、

職
員
14
名
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
で
は
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
５

１
０
袋
を
大
粒
、
中
粒
、
小
粒
別
に

並
べ
、
出
荷
さ
れ
た
全
量
を
検
査
員

が
確
認
し
ま
し
た
。
１
袋
ご
と
に
穀

刺
し
棒
で
カ
ル
ト
ン
に
取
り
、
被
害

粒
や
し
わ
、
汚
れ
な
ど
を
厳
正
に
確

認
し
て
等
級
格
付
け
し
ま
し
た
。

　
検
査
を
担
当
し
た
Ｊ
Ａ
農
産
物
検

査
員
の
高
瀬
勇
治
さ
ん
は
「
猛
暑
の

厳
し
い
気
象
条
件
だ
っ
た
が
、
90‌

%

以
上
が
大
粒
で
、
品
質
、
等
級
は
例

年
並
み
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
１
月
５
日
、
新

年
の
仕
事
始
め
に
あ
た
り
本
店
で
常

勤
役
員
・
職
員
１
５
３
名
出
席
に
よ

り
年
頭
の
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
常
勤
役
員
５
名
か
ら

年
始
挨
拶
、
ダ
ル
マ
の
入
瞳
式
を
行

い
、
五
穀
豊
穣
と
事
業
目
標
の
達
成

を
祈
願
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
に

合
わ
せ
て
20
歳
を
迎
え
る
職
員
へ
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
に
は
、
乗
附
町
の
護
国

神
社
を
常
勤
役
員
、
部
長
、
支
店
長

が
訪
れ
、
祈
願
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
拝
殿
に
て
玉
串
奉
奠
を
行
い
、

今
年
の
豊
作
と
農
作
業
安
全
、
Ｊ
Ａ

事
業
の
成
就
を
願
い
ま
し
た
。

　
女
性
会
は
12
月
９
日
、
本
店
で
寄

せ
植
え
講
習
会
を
会
員
56
名
参
加
に

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
花
木
流
通
セ
ン
タ
ー
担
当
者
が
、

見
本
を
作
る
実
演
を
し
て
、
見
栄
え

良
い
植
え
方
の
基
本
と
コ
ツ
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
枝
物
と
花
の
高

低
差
や
配
置
で
立
体
感
を
出
し
、
向

き
を
工
夫
し
て
、
彩
り
豊
か
で
お
正

月
ら
し
い
見
本
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
長
く
楽
し
む
た
め
に
施

肥
等
の
管
理
方
法
も
伝
え
ま
し
た
。

　
説
明
と
実
演
を
参
考
に
し
て
、
寄

せ
植
え
を
行
い
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
華
や
か
で
見
事
な
寄
せ
植
え
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

楽しんで寄せ植え作ります

真剣に学びます

入念・厳正に検査します

入瞳する五十嵐組合長

女
性
会
寄
せ
植
え

講
習
会

年
頭
式
典
と

新
年
祈
願
祭

資
産
部
会
研
修
会

大
豆
検
査
を
実
施



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

（全体運）流れが変わります。長い目で見て判断していきましょう。最初は大変でも目的にかなったものを選択して開運
（健康運）ウインタースポーツを楽しんで。筋トレも吉
（幸運の食べ物）フキのとう

特集



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

JAたかさき

（全体運）外野がうるさそうですが、それもあなたを思ってのこと。広い気持ちで受け止めて。運勢は下旬から大きく上昇
（健康運）無理はしないで体力を温存して。しょうが湯も吉
（幸運の食べ物）レンコン

特集



７/23～８/22獅子座❼

JAたかさき

（全体運）自分一人でやらなければと思わないように。SOSを出すことも大事です。少しペースダウンして様子見を
（健康運）適度に休憩を入れて正解。温かいお茶が味方
（幸運の食べ物）ダイコン

特集



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

（全体運）コツコツと頑張れば成果が上がります。後半に向けてスピードを上げていって。書類の整理など細かい作業が吉
（健康運）腸活を心がけて。納豆やぬか漬けで元気回復
（幸運の食べ物）ブロッコリー

めざせ麦１等　適期に赤かび病防除を実施しましょう

西部農業事務所
農畜産課

農畜産指導係　佐藤　謙一

　
麦
の
中
・
後
期
の
栽
培
管
理
に
つ

い
て
、
以
下
に
挙
げ
る
ポ
イ
ン
ト
を

参
考
に
、
適
切
な
管
理
を
行
い
、
１

等
の
麦
を
生
産
し
ま
し
ょ
う
。

１
　
赤
か
び
病
防
除
（
必
須
）

　
赤
か
び
病
は
、
カ
ビ
毒
で
あ
る
デ

オ
キ
シ
ニ
バ
レ
ノ
ー
ル
（
Ｄ
Ｏ
Ｎ
）

を
産
出
す
る
病
害
で
す
。
Ｄ
Ｏ
Ｎ
の

検
出
が
基
準
値
を
超
え
た
場
合
、
自

主
的
な
出
荷
停
止
と
な
り
ま
す
。
他

県
で
は
、
小
麦
か
ら
カ
ビ
毒
が
検
出

さ
れ
、
自
主
回
収
と
な
る
事
例
が
発

生
し
ま
し
た
。
安
全
安
心
な
麦
生
産

の
た
め
、
必
ず
適
期
に
防
除
し
て
く

だ
さ
い
。

（
１
）
防
除

・
麦
種
別
防
除
適
期
は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。
赤
か
び
病
防
除
は
最
低

１
回
、
可
能
で
あ
れ
ば
２
回
行
い
ま

し
ょ
う
。

（
２
）
発
生
の
条
件

・
出
穂
期
前
後
に
気
温
が
高
く
、
降

雨
が
多
い
場
合
に
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

・
感
染
後
、
降
雨
に
よ
っ
て
、
周
囲

へ
の
感
染
拡
大
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

（
３
）
被
害
の
様
子
（
写
真
１
）

・
出
穂
か
ら
乳
熟
期
に
か
け
て
、
穂

の
一
部
あ
る
い
は
全
部
が
褐
色
に
な

り
、
頴
（
え
い
）
の
合
わ
せ
目
に
桃

色
の
カ
ビ（
分
生
胞
子
）が
生
じ
ま
す
。

２
　
追
肥
の
実
施

　
収
量
と
タ
ン
パ
ク
質
含
量
を
確
保

す
る
た
め
、
生
育
状
況
を
見
な
が
ら

適
期
に
追
肥
を
行
い
ま
す
（
表
２
）。

　「
ゆ
め
か
お
り
」
は
、
開
花
期
の

追
肥
が
タ
ン
パ
ク
質
含
量
向
上
に
効

果
的
で
、
赤
か
び
病
防
除
と
同
時
に

尿
素
溶
液
散
布
も
有
効
で
す
。

　「
シ
ュ
ン
ラ
イ
」
は
、
過
剰
な
施

肥
を
行
う
と
、
硝
子
率
が
高
く
な
り

品
質
低
下
を
招
き
や
す
い
た
め
、
追

肥
量
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
　
麦
踏
み

　
麦
踏
み
は
分
げ
つ
の
促
進
、
耐
倒

伏
性
・
耐
寒
性
・
耐
乾
性
を
高
め
、

茎
立
ち
を
遅
ら
せ
て
凍
霜
害
を
受
け

に
く
く
す
る
等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

生
育
に
合
わ
せ
て
、
３
回
程
度
実
施

し
ま
す
。
出
芽
数
の
不
足
や
過
繁

茂
・
暖
冬
時
は
１
～
２
回
多
く
行
い

ま
し
ょ
う
。

４
　
麦
類
の
凍
霜
害

（
１
）
発
生
条
件

・
幼
穂
凍
死
（
写
真
２
）
は
、
幼
穂

長
３
㎜
程
度
か
ら
20
～
30
㎜
の
こ
ろ

に
０
℃
以
下
の
低
温
に
遭
遇
し
た
場

合
に
発
生
し
ま
す
。

（
２
）
被
害
後
の
対
策

・
幼
穂
凍
死
は
、「
う
ど
ん
こ
病
」、

「
赤
か
び
病
」
の
発
生
を
助
長
す
る

の
で
、
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
弱
小
穂
が
発
生
し
、
二
段
穂
と
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
収
穫
時
期
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

５
　
排
水
対
策
の
徹
底

　
幼
穂
形
成
期
（
茎
立
期
前
）
及
び

成
熟
期
に
は
湿
害
の
影
響
を
受
け
や

す
い
の
で
、
特
に
排
水
の
悪
い
ほ
場

で
は
、
明
渠
排
水
溝
（
深
さ
30
㎝
程

度
）
の
設
置
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

（
写
真
３
）。

６
　
適
期
・
適
正
な
雑
草
防
除

　
土
壌
処
理
剤
で
防
除
し
き
れ
な

か
っ
た
雑
草
を
茎
葉
処
理
剤
で
防
除

し
ま
す
。
効
果
的
な
防
除
の
た
め
に
、

雑
草
発
生
状
況
（
生
育
ス
テ
ー
ジ
、

種
類
）
に
よ
っ
て
適
切
な
薬
剤
を
選

択
し
、
薬
剤
の
適
用
葉
齢
よ
り
若
い

う
ち
に
防
除
を
行
う
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
（
写
真
４
）。

７
　
収
穫
適
期

　
刈
り
遅
れ
に
よ
る
品
質
低
下
を
防

ぐ
た
め
、
適
期
収
穫
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

　
収
穫
適
期
の
目
安
は
、
穀
粒
水
分

25
％
以
下
、
穂
首
の
曲
が
っ
た
穂

が
50
％
以
上
、
小
麦
「
さ
と
の
そ

ら
」
は
出
穂
期
か
ら
の
積
算
温
度

９
１
５
℃
到
達
日
以
降
で
す
。

品種 追肥窒素量 追肥時期
さとのそら

２～３㎏/10ａ 茎立期前
２月下旬～３月上旬

きぬの波
シュンライ

ゆめかおり

１回目：２～３㎏/10ａ
２回目：２～４㎏/10ａ
または尿素４～８％溶液
（溶液量100L/10ａ）

開花期ころ
赤かび病防除と同時散布が

できる

表２　麦種別追肥の窒素量と時期の目安

小麦 開花始期～開花期（出穂後５～７⽇）とその10～20⽇後
六条大麦 開花始期～開花期（穂ぞろい期）とその10⽇後

※出穂期：全茎の40〜50％が出穂した⽇
※穂ぞろい期：全茎の80〜90％が出穂した⽇

写真１
赤かび病の発生

表１　麦種別防除適期

写真３　額縁明渠

写真２
幼穂凍死

写真４　カラスノエンドウ２葉期



天秤座 ９/23～10/23❾

園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）好調運。困り事は少しそのままに。状況が好転する兆しです。目標は大きく、心意気を示すと協力者が集まります
（健康運）ダンスやラジオ体操などの全身運動がお勧め
（幸運の食べ物）ホウレンソウ

ゴボウ　畑を深く耕し長い根を作る 

　
ゴ
ボ
ウ
は
食
物
繊
維
が
豊
富

で
カ
リ
ウ
ム
も
多
い
健
康
野
菜

で
す
。

　
高
温
性
で
、
発
芽
適
温
は
20

～
25
度
、
生
育
適
温
は
20
～
30

度
で
す
が
、
生
長
し
た
ゴ
ボ
ウ

は
寒
さ
に
も
強
い
で
す
。
長
く

真
っ
す
ぐ
な
根
を
作
る
た
め
に

は
、
下
層
ま
で
土
粒
の
細
か
い

畑
が
適
し
て
い
ま
す
。
春
ま
き

冬
取
り
と
秋
ま
き
夏
取
り
が
で

き
ま
す
が
、
春
ま
き
の
方
が
栽

培
し
や
す
い
で
す
。

［
品
種
］
根
長
が
70
～
80
㎝
に

な
る
長
根
種
の
「
山
田
早
生
」

（
各
社
）、「
柳
川
理
想
」（
柳
川

採
種
研
究
会
）
な
ど
が
一
般
的

で
す
が
、
家
庭
菜
園
に
は
30
～

50
㎝
の
短
根
種
が
お
薦
め
で
す
。

短
根
種
の
「
サ
ラ
ダ
む
す
め
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
ダ
イ
エ
ッ

ト
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
は
サ

ラ
ダ
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
ゴ
ボ
ウ
は
根
が

深
い
の
で
、
畑
を
あ
ら
か
じ
め

50
～
70
㎝
ほ
ど
深
く
耕
し
て
お

き
ま
す
。
種
ま
き
の
１
カ
月
前

に
、
１
平
方
ｍ
当
た
り
堆
肥
１

㎏
と
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
、
１

週
間
前
に
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ

各
成
分
10‌

%
）
１
０
０
ｇ
を
施

し
、
深
さ
30
㎝
程
度
ま
で
耕
し

ま
す
。
次
に
ベ
ッ
ド
幅
を
30
㎝

程
度
取
り
、
高
さ
10
㎝
程
度
の

畝
（
耕
土
の
浅
い
畑
で
は
高
さ

20
～
30
㎝
の
高
畝
）
を
作
り
、

中
央
に
園
芸
用
支
柱
な
ど
を
押

し
付
け
、
深
さ
１
㎝
程
度
の
ま

き
溝
を
作
り
ま
す
（
図
１
）。

［
種
ま
き
］
種
皮
に
発
芽
抑
制

物
質
が
あ
る
た
め
、
水
に
一
晩

浸
し
て
お
き
ま
す
。
ま
き
溝
に

約
２
㎝
間
隔
で
種
を
ま
き
ま
す
。

好
光
性
種
子
の
た
め
土
は
薄
く

か
け
、
鎮
圧
し
ま
す
。
発
芽
ま

で
約
２
週
間
か
か
る
た
め
、
そ

の
間
土
を
乾
か
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
発
芽
促
進
と
幼
苗

の
保
護
の
た
め
、
不
織
布
に
よ

る
べ
た
が
け
が
有
効
で
す
。

［
間
引
き
］
本
葉
１
枚
で
株
間

が
約
４
㎝
間
隔
に
な
る
よ
う
に

間
引
き
、
２
回
目
は
本
葉
３
、

４
枚
で
株
間
が
約
８
㎝
間
隔
に

な
る
よ
う
に
間
引
き
ま
す
（
図

２
）。

［
追
肥
］
１
回
目
は
株
定
め
後
、

化
成
肥
料
を
畝
の
両
側
に
合
計

で
１
ｍ
当
た
り
20
～
30
ｇ
、
２

回
目
は
本
葉
８
、
９
枚
の
頃

に
50
ｇ
施
し
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
追
肥
後
は
除
草
を
兼
ね
て

中
耕
・
土
寄
せ
し
て
お
き
ま
す

（
図
３
）。

［
病
害
虫
防
除
］
病
害
虫
を
出

さ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
連

作
を
し
な
い
、
未
熟
な
堆
肥
を

使
わ
な
い
、
周
辺
を
除
草
す
る

こ
と
が
基
本
で
す
。
な
お
、
ゴ

ボ
ウ
は
セ
ン
チ
ュ
ウ
被
害
を
受

け
や
す
い
の
で
、
前
作
の
キ
ュ

ウ
リ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
に
セ
ン

チ
ュ
ウ
被
害
が
あ
っ
た
畑
で
は

栽
培
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

［
収
穫
］
春
ま
き
の
若
ゴ
ボ
ウ

は
、
直
径
が
約
１
㎝
に
な
る
頃

か
ら
掘
り
取
り
ま
す
。
普
通
の

ゴ
ボ
ウ
は
直
径
約
２
㎝
が
目
安

で
、
発
芽
か
ら
収
穫
ま
で
は
短

根
種
で
３
カ
月
、
長
根
種
で
４
、

５
カ
月
程
度
で
す
。
収
穫
は
、

ま
ず
葉
柄
を
５
～
10
㎝
残
し
て

茎
葉
を
刈
り
取
り
、
ス
コ
ッ
プ

で
株
の
片
側
を
深
く
掘
っ
て
、

根
を
露
出
さ
せ
て
か
ら
引
き
抜

き
ま
す
（
図
４
）。
冬
に
は
霜

で
茎
葉
は
枯
れ
ま
す
が
、
長
根

種
は
越
冬
し
２
月
ご
ろ
ま
で
収

穫
で
き
ま
す
。

　「
立
春
」の「
春
」と
は
名
の
み
で
、
ま
だ
風
が
冷

た
い
時
季
で
す
。
そ
れ
で
も
、
日
差
し
は
力
強
さ

を
増
し
、
光
の
春
が
感
じ
ら
れ
る
頃
で
す
。
多
く

の
植
物
が
ま
だ
眠
っ
て
い
る
こ
の
時
期
に
、
太
陽

の
光
を
独
り
占
め
し
て
咲
き
だ
す
花
が
あ
り
ま
す
。

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
や
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
な
ど
で
す
。
花

の
大
き
さ
は
、
ど
ち
ら
も
直
径
２
、
３
㎝
ほ
ど
で

す
。
こ
れ
ら
の
花
は「
春
の
妖
精
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

節
分
の
頃
に
地
上
に
姿
を
現
し
、
す
ぐ
に
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
３
月
に
は
種
を
落
と
し
、
初
夏
に
は

地
上
の
部
分
が
全
て
枯
れ
、
休
眠
に
入
り
ま
す
。

早
春
か
ら
初
夏
の
間
に
生
長
し
、
繁
殖
し
、
栄
養

分
を
た
め
、
翌
春
ま
で
の
長
い
期
間
休
眠
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
春
の
ほ
ん
の
少
し
の
期
間
だ
け
し
か

姿
を
現
さ
な
い
た
め
、「
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ

メ
ラ
ル
（
春
の
は
か
な
い
も
の
）」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。

　
ま
だ
寒
い
こ
の
時
季
に
ふ
と
足
元
を
見
る
と
、

ほ
ん
の
短
い
期
間
だ
け
姿
を
現
す
春
の
妖
精
た
ち

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

春
の
妖
精

イラスト：服部新一郎

イラスト：小林裕美子

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事

を
作
成
し
て
い
ま
す
。



蠍　座 10/24～11/22 �

ＪＡ全中・ＪＡ全国相続相談・資産支援チーム
顧問税理士●柴原　一

知って納得！税金講座

野菜もの知り百科
土壌医●藤巻　久志

（全体運）ゆっくり丁寧に進めていきましょう。運勢は下旬に入り好転。それまでの苦労が報われます。外出は慎重に
（健康運）寝る前にリラックスタイムを。良い睡眠が大切
（幸運の食べ物）ワラビ

■ 

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は

　
会
社
員
の
方
々
は
年
末
調
整
で
課
税
が

完
結
す
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

所
得
税
は
基
本
的
に
申
告
納
税
方
式
で
す
。

そ
の
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
の
所
得
を
、
翌
年
に
申
告
し
ま
す
。

こ
の
申
告
を
所
得
税
の
確
定
申
告
と
呼
び
、

令
和
７
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、

令
和
８
年
２
月
16
日
～
３
月
16
日
で
す
。

　
こ
の
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
加
算
税
や
延
滞
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
加
算
税
や
延
滞
税
は
日
割
り
計
算

の
た
め
、
数
日
過
ぎ
た
く
ら
い
で
は
あ
ま

り
大
き
な
税
額
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
期
限
内
に
申
告
し
て
い
な
い
年
は
、

青
色
申
告
特
別
控
除
が
一
部
受
け
ら
れ
な

く
な
る
の
で
要
注
意
で
す
。

　
青
色
申
告
特
別
控
除
と
は
、
不
動
産
所

得
ま
た
は
事
業
所
得
が
あ
る
青
色
申
告
者

が
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
よ
る
帳
簿
を

付
け
て
い
て
電
子
申
告
に
よ
り
申
告
し
た

場
合
に
、
65
万
円
（
郵
送
や
持
参
に
よ
る

申
告
の
場
合
に
は
55
万
円
）
控
除
で
き
る

と
い
う
も
の
で
す
が
、
期
限
後
申
告
の
場

合
に
は
控
除
額
が
10
万
円
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

所
得
税
の
還
付
申
告

　
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

は
、
基
本
的
に
翌
年
の
１
月
１
日
か
ら
５

年
間
申
告
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
還
付

を
受
け
る
た
め
の
申
告
と
は
、
具
体
的
に

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
初
年
や
医
療
費

控
除
、
雑
損
控
除
な
ど
の
適
用
に
よ
り
税

額
が
減
る
申
告
で
す
。
こ
れ
ら
の
控
除
は

年
末
調
整
で
は
適
用
で
き
な
い
た
め
、
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
際
に
忘
れ
が
ち
な
の
が
、
寄
附
金

控
除
の
扱
い
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄

附
金
控
除
）
は
、
年
間
五
つ
の
自
治
体
ま

で
で
あ
れ
ば
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度

に
よ
り
、
確
定
申
告
を
せ
ず
と
も
年
末
調

整
に
よ
り
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
そ
の
後
、
先
述
の
よ
う
な
理

由
に
よ
り
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度

と
確
定
申
告
は
ひ
も
付
い
て
い
な
い
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め

て
申
告
す
る

必
要
が
あ
り

ま
す
。
記
載

漏
れ
が
な
い

よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

令和7年分
所得税の確定申告に向けて

イラスト：服部新一郎

　
新
聞
で
は
動
植
物
の
名
称
を
原
則
と
し

て
片
仮
名
で
書
き
ま
す
。し
か
し「
メ
キ
ャ

ベ
ツ
」
は
多
く
の
新
聞
社
が
「
芽
キ
ャ
ベ

ツ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。「
芽
」
な
ど
、

身
近
な
動
植
物
の
修
飾
部
分
は
漢
字
で
も

良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
芽
ジ
ソ
や
芽
ネ
ギ
は
シ
ソ
や
葉
ネ
ギ
の

発
芽
し
た
幼
い
芽
の
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、

芽
キ
ャ
ベ
ツ
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
芽
で
は
な
く
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
よ
う
な
脇

芽
（
芽
球
）
が
付
く
別
の
植
物
を
指
し
ま

す
。
欧
州
で
紀
元
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い

た
ケ
ー
ル
か
ら
分
化
し
て
、
葉
が
発
達
し

て
結
球
し
た
も
の
が
キ
ャ
ベ
ツ
、花
蕾（
か

ら
い
）
を
利
用
す
る
の
が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
脇
芽
を
食
べ
る
の
が

芽
キ
ャ
ベ
ツ
で
す
。

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
パ
ッ
ク
に
入
っ
て
売

ら
れ
て
い
る
芽
キ
ャ
ベ
ツ
を
見
か
け
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
畑
で
育
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
太
さ
４
、
５
㎝
の
茎
が
50
㎝
ほ

ど
に
直
立
し
、
そ
こ
に
直
径
２
、
３
㎝
の

結
球
し
た
脇
芽
が
50
～
１
０
０
個
付
き
、

充
実
し
た
脇
芽
を
順
次
収
穫
し
て
い
き
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
が
静
岡
県
で
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
家
庭
菜
園
で
は
形
状
の
面
白

さ
か
ら
全
国
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
産
地
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

地
方
と
い
わ
れ
て
い
て
、
英
名
は
「
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
ス
プ
ラ
ウ
ト
」
で
す
。
日
本

に
は
明
治
初
期
に
キ
ャ
ベ
ツ
と
と
も
に
導

入
さ
れ
、
秋
か
ら
春
の
野
菜
と
し
て
栽
培

さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
子
持
ち
甘
藍
（
か

ん
ら
ん
）」
と
も
い
い
、
子
宝
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
昭
和
の
結
婚
式
の
料
理
に
は
よ
く

使
わ
れ
ま
し
た
。
芽
キ
ャ
ベ
ツ
を
鉢
で
栽

培
し
た
も
の
が
正
月
の
縁
起
物
と
し
て
飾

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
芽
キ
ャ
ベ
ツ
は
キ
ャ
ベ
ツ
よ
り
甘
さ
も

栄
養
も
あ
り
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
レ
モ

ン
よ
り
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

抗
酸
化
作
用
に
よ
り
が
ん
や
老
化
を
予
防

す
る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
ベ
ー
タ
カ
ロ

テ
ン
も
豊
富
で
す
。
近
年
は
が
ん
を
予
防

す
る
食
物
と
し
て
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
重

要
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
洋
食
で
は
シ
チ
ュ
ー
や
バ
タ
ー
炒
め
な

ど
に
、
和
食
で
は
お
ひ
た
し
や
浅
漬
け
な

ど
に
利
用
し
ま
す
。

芽キャベツ
 （アブラナ科  

アブラナ属）

イラスト：吉田静佳
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Q小林先生の法律相談 A

（全体運）吉報が舞い込んできそうです。あなたにとって良い話になるまで待ってみるといいでしょう。集まりへの参加が吉
（健康運）体操教室など、皆で一緒に取り組む運動がお勧め
（幸運の食べ物）カラシナ

　
民
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
養
育

費
の
支
払
い
を
確
保
す
る
制
度
が
、

こ
の
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

養
育
費
に
つ
い
て
は
、
離
婚
時
に
父

母
の
協
議
に
よ
る
か
、
家
庭
裁
判
所

の
審
判
に
よ
っ
て
、
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
反
し
、
離
婚
時

に
定
め
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
養
育

費
に
つ
い
て
の
協
議
や
審
判
が
な
さ

れ
る
ま
で
、
強
制
的
に
支
払
い
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
間
子
供

の
養
育
費
に
事
欠
く
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
民

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、「
法
定
養

育
費
」
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

離
婚
時
に
養
育
費
に
つ
い
て
、
取
り

決
め
が
な
さ
れ
な
く
て
も
、
離
婚
の

日
か
ら
、
毎
月
月
末
に
、
子
の
監
護

費
用
の
分
担
と
し
て
、
子
の
最
低
限

度
の
生
活
の
維
持
に
要
す
る
標
準
的

な
費
用
の
額
等
を
勘
案
し
て
、
子
の

数
に
応
じ
て
、
法
務
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
「
法
定

養
育
費
」
の
支
払
い
請
求
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
省
令
で

は
、
法
定
養
育
費
は
、
二
万
円
に
子

供
の
数
を
乗
じ
た
額
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
従
っ
て
、
離
婚
時
に
養
育
費

に
つ
い
て
、
当
事
者
の
協
議
や
審
判

に
よ
っ
て
養
育
費
の
取
り
決
め
を
し

て
い
な
く
て
も
、
法
定
養
育
費
に
つ

い
て
は
、
強
制
的
に
支
払
い
を
求
め

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
こ
の
省
令
は
、
養
育
費
の
額

が
、
一
人
当
た
り
月
額
二
万
円
が
相

当
で
あ
る
と
公
定
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な

最
低
限
度
と
し
て
の
金
額
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
養
育
費
に

つ
い
て
は
、
当
事
者
で
の
協
議
や
審

判
が
成
立
す
れ
ば
、
以
後
は
そ
の
決

め
ら
れ
た
額
が
養
育
費
と
な
り
ま
す
。

実
際
に
は
、
子
供
の
年
齢
、
数
、
父

母
の
資
産
収
入
状
況
等
を
勘
案
し
て

養
育
費
が
取
り
決
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
家
庭
裁
判
所
の
審
判
手

続
き
に
お
い
て
は
、
養
育
費
を
適
正

に
定
め
る
た
め
、
父
母
の
資
産
、
収

入
状
況
等
に
つ
い
て
開
示
を
命
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

‌‌

従
前
で
は
、
養
育
費
に
つ
い
て
給

料
債
権
に
対
し
て
強
制
執
行
の
申
立

を
し
た
場
合
、
強
制
執
行
が
他
の
債

権
者
と
競
合
し
た
場
合
に
は
、
差
し

押
さ
え
ら
れ
た
給
料
額
に
つ
い
て
、

債
権
額
に
応
じ
て
案
分
さ
れ
た
額
が

配
当
さ
れ
る
の
が
原
則
で
す
。
そ
こ

で
、
養
育
費
の
支
払
い
を
確
実
に
す

る
た
め
に
、
養
育
費
の
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
養
育
費
の
う
ち
法
務
省

令
で
定
め
る
一
定
額
に
つ
い
て
は
先

取
特
権
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
法
務

省
令
で
は
、
月
額
八
万
円
に
子
供
の

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和８年２月17日㈫
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和８年２月27日㈮
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和８年３月３日㈫

利率、募集期間、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

数
を
乗
じ
た
額
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
養
育
費
に
つ
い
て
月
額
八

万
円
に
子
供
の
数
を
乗
じ
た
額
に
つ

い
て
は
先
取
特
権
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
父
母
の
差
し
押
さ
え
ら
れ

た
給
料
等
か
ら
優
先
的
に
支
払
い
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
養
育
費
の
支
払

い
に
つ
い
て
、
文
書
で
取
り
決
め
を

し
て
お
れ
ば
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判

で
な
く
と
も
、
そ
の
文
書
で
も
っ
て
、

裁
判
所
に
対
し
て
、
養
育
費
支
払
い

義
務
を
負
う
も
の
の
給
料
債
権
等
に

つ
い
て
、
強
制
執
行
の
申
立
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　離婚後の未成年の子に対

する養育費の支払いを確保

するため、新たな仕組みが

施行されると聞きますが？
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　支店から あれこ れ

（全体運）美術展やコンサートへ。動画で鑑賞するのもお勧めです。入浴剤や柔軟剤は香りにこだわって。心豊かに過ごせます
（健康運）健康は食事から。バランスの良いメニューを
（幸運の食べ物）クワイ

－佐野地区－

経済部 開発相談課から

《
日

　時
》

●
２
月
13
日
㈮
午
後
１
時
30
分

●
２
月
27
日
㈮
午
後
１
時
30
分

●
３
月
13
日
㈮
午
後
１
時
30
分

●
３
月
27
日
㈮
午
後
１
時
30
分

《
場

　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小
林
優
公

　
・
弁
護
士
　
青
木
悠
一
郎

無
料
法
律
相
談
日

《
日

　時
》

●
２
月
20
日
㈮
午
後
２
時
00
分

●
３
月
27
日
㈮
午
後
２
時
00
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干‌

川‌

芳‌

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※‌

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て

も
予
め
電
話
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

　
今
回
は
、
上
佐
野
町
と
寺
尾
町
を
結
ぶ
「
佐
野

の
舟
橋
（
佐
野
橋
）」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
舟
橋

と
は
、
い
く
つ
も
の
舟
を
つ
な
ぎ
、
そ
の
上
に
橋

板
を
渡
し
て
浮
き
橋
と
し
た
も
の
で
す
。

佐野の舟橋

　
こ
の
周
辺
は
、
古
く
よ
り
地
域
の
交
通
や
経
済

の
交
流
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
伝
え
ら

れ
、
明
治
・
大
正
期
に
は
渡
船
場
が
あ
り
、
荷
物

等
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
佐
野
の
舟
橋
」
に
は
悲

し
い
民
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
昔
、
舟
橋
を
渡
っ
て
夜

ご
と
逢
瀬
を
重
ね
て
い
た
男

女
が
お
り
ま
し
た
が
、
二
人

の
仲
を
反
対
す
る
親
が
浮
き

橋
の
橋
板
を
外
し
た
こ
と
で
、

命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
悲
恋
の
伝
承
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
話
は
万
葉
集
に
詠
ま

れ
、
能
を
大
成
し
た
世
阿
弥

の
演
目
「
舟
橋
」
の
原
作
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
歴
史
的

な
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
二
人
の
怨

霊
を
慰
め
る
た
め
の
歌
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
橋
は
、
木
製
の
歩

行
者
用
橋
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歴

史
の
あ
る
佐
野
の
舟
橋
（
佐

野
橋
）
に
出
掛
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
佐
野
地
区
通
信
員
）



１/20～２/18� 水瓶座

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）勢いのあるとき。悩んでいたことにも挑戦してみましょう。ただし自分の意見を通したらフォローも忘れずに
（健康運）元気いっぱいに過ごせますが、安全対策は念入りに
（幸運の食べ物）ハッサク



魚　座 ２/19～３/20 �

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）上昇運です。最初は問題があっても徐々に解決の糸口が見えてきます。小まめなコミュニケーションを心がけて
（健康運）歩きやすい靴が味方です。夜間の外出は慎重に
（幸運の食べ物）キャベツ

第33回 座談会開催日程及び開催場所
月日 曜日 開始時間 開催地区 開催場所

３月３日 火
10：00 八 幡 地 区 高 崎 南 支 店

13：30 佐 野・ 倉 賀 野 地 区 高 崎 南 支 店

４日 水
10：00 新 高 尾・ 塚 沢 地 区 本 店

13：30 岩鼻・京ヶ島・滝川地区 本 店

５日 木
10：00 六 郷・ 長 野 地 区 高 崎 北 支 店

13：30 西 部 地 区 西 部 支 店

６日 金
10：00 中 川 地 区 中 川 支 店

13：30 大 類 地 区 大 類 支 店

９日 月 13：30 片 岡 地 区 片 岡 支 店

オートパル高崎から

エアコンフィルター
キャンペーン

オ ー ト パ ル 高 崎

花粉に備えてエアコンフィルターの交換はいかがですか？
車内を快適な空間に・・・・・

＜キャンペーン期間＞
令和８年２月２日（月）～３月31日（火）

高集塵・脱臭・アレルゲン抑制エアコンフィルター

特別価格　３，０００円（消費税込み）
※取替工賃今なら無料！！
※輸入車等一部車両は除きます。

オートパル高崎　☎027-344-3148
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今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

パズル？
頭の体操

出題●ニコリ

JAだより頭の体操

　
毎
回
多
数
の
応
募
を
頂
い
て
お
り
ま
す
「
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
頭
の

体
操
」
の
賞
品
は
、
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「
高
崎
う
ど
ん
」

を
毎
回
抽
選
で
五
名
の
皆
様
に
お
贈
り
し
ま
す
。
高
崎
産
小
麦

一
〇
〇
％
の
こ
だ
わ
り
の
う
ど
ん
を
是
非
御
賞
味
下
さ
い
。（
尚
、

当
選
者
に
は
引
換
券
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
お
近
く
の
「
グ
ル
米

四
季
菜
館
」
で
お
取
換
え
願
い
ま

す
。）

２　東京にある、昔は電気街、今はポッ
プカルチャーの街

５　はたきで払うもの
７　い草などで編んだ敷物
８　天井や空がある方向
９　長さの単位のひとつ。記号はft
11　眠くなると下がってきます
12　外湯めぐりで知られる兵庫県北部の
温泉地

14　鬼は外、―は内
15　日本刀の手で握る部分
16　すべては忘却の―だ
17　チョコレートケーキの―をスマホ
で調べた

タテのカギ

ヨコのカギ
１　節分にまるかぶりします
２　働き者のイメージがある昆虫
３　羽根つきに使う道具
４　保育園の―に手編みの帽子を出品
した

６　張り上げたりひそめたり
９　強い風に雪が舞います
10　作業機をけん引してさまざまな農作
業をこなします

11　金太郎が担いでいるもの
13　ドアをコン、コン
14　魚へんに付と書く魚
16　寒いとこりやすくなる人もいます

■二重マスの文字をＡ～Ｄの順に並
べてできる言葉は何でしょうか？

応募のお知らせ

先月号の答え
２……しめ飾りの房が短い
４……窓に装飾が付いている
５……看板の屋根部分の形が違う
11………紙袋の文字が違う
12………バッグの形が違う

理
事
会
だ
よ
り

1
月
29
日
㈭
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　‌

令
和
７
年
度
１
月
末
仮
決
算
の

実
施
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　‌

令
和
７
年
度
固
定
資
産
減
損
会

計
に
お
け
る
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
変

更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　‌

第
33
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　‌

令
和
７
年
度
出
資
金
減
口
申
込

み
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　‌

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て
　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
立
春
を
過
ぎ
る
と
陽
が
高
く

な
っ
て
、
日
も
長
く
な
り
春
の
気

配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

　
以
前
は
、
関
西
地
方
の
ロ
ー
カ

ル
行
事
だ
っ
た
ら
し
い
立
春
の
恵
方
巻
で
す
が
、

全
国
的
に
な
る
と
ス
ー
パ
ー
等
で
売
れ
残
り
を

大
量
廃
棄
す
る
フ
ー
ド
ロ
ス
が
話
題
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
米
・
海
苔
・
か
ん
ぴ
ょ
う
・
う
な
ぎ
・
卵
・

椎
茸
な
ど
の
具
材
は
、
ど
れ
も
美
味
し
く
栄
養

も
あ
り
そ
う
で
、
捨
て
る
な
ん
て
悲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
年
の
恵
方
は
「
南
南
東
」
だ
そ
う
で
す
。

運
気
ア
ッ
プ
を
願
っ
て
食
べ
る
方
は
、
巻
き
寿

司
を
切
ら
ず
食
べ
る
と
正
月
の
餅
よ
り
喉
に
詰

ま
り
そ
う
な
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

倉賀野町
三越　　守…様
寺尾町
小林　亮子…様

◆ １月号の当選者　おめでとうございます ◆
阿久津町
丸山　　優…様
玉村町板井
羽鳥　英明…様

高関町
佐藤　　守…様

（今月の応募数29通）

◆応募方法
　　E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれかの
方法でご応募下さい。

　　必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）を
記入の上、下記あて先までお送り下さい。正解
者の中から抽選で５名のみなさんに、ＪＡオリ
ジナル「高崎うどん」をプレゼントします。Ｊ
Ａや本誌に対するご意見・ご感想をお待ちして
おります。

◆あて先
　（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482

ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表
　　２月15日の消印まで有効とし、正解者発表は
３月号に掲載予定です。

【個人情報の取扱い】
　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、抽
選と商品発送以外の目的には使用いたしません。
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発
行
人
／
五
十
嵐
俊
介
　
住
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／
高
崎
市
新
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編
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会
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／
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発
　
行
／
　 高
崎
市
農
業
協
同
組
合

〒
3
7
0
－
0
0
1
8

組
合
員
に
寄
り
添
い
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き

家族で楽しむおいしい一皿 家族で楽しむおいしい一皿 
ホウレンソウとニラ、

寒い季節に取りたい栄養が豊富な野菜の出番です

レシピ提供●料理研究家

和田麻紀子

2
JA
た
か
さ
き
2
月
号（
第
3
9
6
号
）

2
0
2
6
年
2
月
2
日
発
行

　
今
回
は
、
小
八
木
町
に
お
住
い
の
只
木
隆

雄
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
只
木
さ
ん
は
42
年
間
ト
ラ
ッ
ク
販
売
の
営

業
と
し
て
勤
め
ら
れ
、
退
職
後
に
奥
様
の
実

家
の
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
会
社
員
時
代
は
農
作
業
を
手
伝
っ
て
か
ら

会
社
に
出
社
す
る
な
ど
、
農
業
に
対
し
て
熱

心
に
取
り
組
む
姿
勢
に
地
域
の
方
か
ら
の
評

判
も
高
か
っ
た
で
す
。

　
現
在
は
、
米
・
麦
を
栽
培
し
て
お
り
、
地

域
の
方
か
ら
管
理
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
土
地

も
含
め
、
３
ha
以
上
の
広
大
な
面
積
で
「
ゆ

め
ま
つ
り
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
繁
忙
期
に
は
息
子
夫
婦
や
親
戚
の

方
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
と
て
も
頼

り
に
な
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
過
去
に
病
気
も
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
が

「
働
け
る
う
ち
は
農
業
を
続
け
た
い
」
と
話

し
て
お
り
、
中
川
地
区
の
農
業
を
こ
れ
か
ら

も
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
毎
年
、
農
業
が
落
ち
着
く
時
期
に
は
、
ご

家
族
で
温
泉
旅
行
に
行
か
れ
る
そ
う
で
、
集

ま
る
と
20
人
を
超
え
、
と
て
も
賑
や
か
に
な

る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
中
川
支
店
通
信
員
）

地
域
の
農
業
を
さ
さ
え
て

ー
小
八
木
町
　只
木
隆
雄
さ
ん
・
嘉
代
子
さ
ん
ご
夫
妻
ー

ご飯
　ご飯…………………… 350g
　ごま油…………… 小さじ1
　塩………………… 2つまみ
牛肉（切り落とし）……… 150g
　　しょうゆ……… 大さじ2
　　酒……………… 大さじ1
　　ごま油…………大さじ1/2
　　コチュジャン… 小さじ1
　　砂糖…………… 小さじ1
　　ニンニク（すり下ろし）…… 1/2片
ホウレンソウ
　ホウレンソウ………… 1束
　しょうゆ………… 小さじ1
　ごま油…………… 小さじ1
たくあん
　たくあん…………………50g
　ごま油………………… 少々
　酒………………… 小さじ1
のり（全形）……………… 2枚

材料（2本・2人分）

【
作
り
方
】　
❶
ご
飯
に
ご
ま
油
と
塩
を
入
れ
て
混
ぜ
、
冷
ま
し
て

お
く
。
牛
肉
に
A
を
も
み
込
み
下
味
を
付
け
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
軽

く
炒
め
て
冷
ま
し
て
お
く
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
塩
少
（々
分
量
外
）

を
入
れ
た
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
て
水
気
を
絞
り
、
食
べ
や
す
い
長
さ

に
切
っ
て
し
ょ
う
ゆ
と
ご
ま
油
を
も
み
込
み
下
味
を
付
け
て
お
く
。

❷
ス
ラ
イ
ス
し
た
た
く
あ
ん
を
５
㎜
の
細
切
り
に
し
て
フ
ラ
イ
パ

ン
に
入
れ
、
ご
ま
油
・
酒
を
加
え
て
軽
く
炒
め
て
冷
ま
し
て
お
く
。

❸
の
り
１
枚
を
巻
き
す
の
上
に
置
き
、
ご
飯
の
1/2
量
を
ご
く
薄
く

延
ば
す
。
奥
側
は
２
㎝
ほ
ど
空
け
て
お
く
。
真
ん
中
よ
り
も
少
し

手
前
に
具
材
を
並
べ
、
具
材
を
押
さ
え
な
が
ら
巻
く
。
巻
き
終
わ

り
を
下
に
し
て
置
き
、
な
じ
ま
せ
る
。
こ
れ
を
２
本
作
る
。

❹
ぬ
れ
た
布
巾
で
包
丁
を
拭
き
な
が
ら
好
み
の
大
き
さ
に
切
っ
て

出
来
上
が
り
。

【
ポ
イ
ン
ト
】　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
A
や
冬
に
不
足
し

が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
D
が
含
ま
れ
、
油
で
調
理
す
る
と
吸
収
率
が
上

が
り
ま
す
。
牛
肉
に
は
し
っ
か
り
と
下
味
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

キンパ
（韓国風太巻き）

Ａ
一年の健康を願う節分に
手軽に食べられる
栄養レシピ


